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日本最大資源の森林は、地方に豊富に存在、が利活用度が低いのが課題

持続可能な地域社会構築には「森林バイオマス資源の活用に」

CO2は廃棄物、CO2排出にはコスト化社会に
脱炭素社会への社会構築は、必至

技術・社会・お金も、脱炭素化へ向け走り始めた
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多様な木材の効用の利活用拡大で持続可能な社会構築の一助に
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日本に合う、ふさわしいグリーン成長が

グリーン成長への道筋をつくるため

宇沢弘文外部経済の内部化

「金儲け」より「子・孫・未来世代の命・未来」を考えよう！
脱炭素・持続可能社会の構築しか選択肢はない？

眠っている

今正にCOP26開催中

Forest       Green             Recovery

mailto:suge0802@888.zaq.jp
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木質バイオマスでグリーンリカバリー（FGR)による持続可能な社会への構図
＊世界は今：温暖化、災害、コロナ禍、経済変動、紛争で大揺れに揺れているという状況下にある
＊災害大国日本は今：失われた30年間に人口減少、高齢少子化、所得低下、教育・科学技術など含め

国民も国も疲弊、国力も低下 将来展望が見えない、将来が不安！
＊政治家、政府への信頼度は低下の一方国民も、出世、金儲けを渇望し、貧困、評価などへの怯えで

「ネズミの回し車」のように遮二無二働く
＊結果 心貧しく、孤独、虚無感に陥り、思いやり、寛容などの気持ちも薄れ、ぎすぎすとし、

空や森や海など自然を忘れ、あくせくと貧しい人生を送る羽目に

今こそ、生物多様性豊かな森を活かし、森林資源を使い、人を社会を少しでも立て直さねばいけない
森林資源活用事業は「効率、事業の成立、金儲け」とは異なり、顔の見える地域内でサプライチェーンを考え

温暖化阻止・生態系維持保全と環境改善・地域便益を念頭に社会・経済回復も図る
＃しかし「道徳無き経済は罪悪 経済無き道徳は寝言」「論語と算盤」も当然、知恵がいる！

＃世界、日本を冷静に見て、どう対処するのか全国民が考え、行動する時代 FGRは森林関係者の変革も！
＃世界課題に対し、日本は「海洋、森林資源、1億の民」をどう活かすのか、政策は財源は！
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多様な効用の森林源活用 木質バイオマスの多様な効用
を活用するFGRで
持続可能な社会へ

＝炭素吸収×生態系・環境保全×経済
＝持続可能な社会へ

＝安心・安全・公正な暮らしと生業を

（生物多様性・森林効用・建築・化学素材
・エネルギー・SDGｓ・コモズ・経済）

自然資本中心で、人の考え、行動を変える文明を変える
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世界共通の社会課題
とグリーンリカバリー（FGR、GR)
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化石燃料大量消費
CO2増大➸温暖化➸気候崩壊

経済格差・食糧と水の問題
・エネルギー問題

COP26は1.5℃抑制に、
脱炭素化社会へ
技術・制度・ライフスタイルの革新的対応
特にバイオマス・自然系エネルギー利用

パリ協定

国連
２
０
１
５
年

SDGs17
ESG投資

森林による文明と社会変革へ

パリ協定とSDGsが、世界変革の原動力に？！
経済は、ESG投資・循環経済・循環資源とバイオエコノミー

許容CO2量は0.4兆㌧しかない
現在、340億㌧/年排出

FGRへの背景 人間の行動が、自分が出したC02が命、未来を奪い、地球・世界を破滅へと

世界人口増
➸難民問題も
これも最大の脅威

23➤78➤97億へ

気候変動 豪雨
洪水 土砂災害 巨大台風

Climate changeは
Climate emergencyに

山火事
干ばつ

食糧危機/水戦争
エネ戦争

昆虫大量絶滅
新型コロナ
ウイルス暴走も

一つしかない地球へ
悪しき痕跡を残し続け

地球を痛めている人間
鉱山・農業開発、プランテーション、
都市開発、道路建設、レジャーなど

人間のすべての活動が

地下資源は有限
既にオーバーシュート
地球が1.7個も必要

脱炭素・脱コロナ
社会と経済復興・建直しへ

竹林作成20210425

世界共通、喫緊の社会課題

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1559047011/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tb2ouZ28uanAvaGlzaG8va291aG91L2hpc2hvMDZfMDA1MjUuaHRtbA--/RS=%5eADBQrht._7c_LcYSVHsTauQueazklQ-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcyJmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1RXaU1iaXY3YVRnZHNNd2FNTXFFZTJiN0xoZTR6aTRpNHZlUjFUNE15NUJUdHVqOWN0ZVZScXJ1UDMEcAM1THlhNksydzVZYVo1NXlmBHBvcwM3MgRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1559047465/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9zdWlzaG8uZXhibG9nLmpwLzE2NjYwMDgxLw--/RS=%5eADBp0CfZvme2NO9zOAWDu3iYQ7tUGM-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTEwOCZsPXJpBGlkeAMwBG9pZANBTmQ5R2NSS0NPVXVMWTNjMk1MWl9EeS1QQmlvdGNNU1AwT09PR2p6M1h4RHV0cEN0cGdPU0FSY2hPWHh1Ui1IBHADNkxHcTZadW81WWFaNTV5ZgRwb3MDMTA4BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1559046931/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pcm9ubmEuanAvYXJ0aWNsZS80MDU2/RS=%5eADBQDDjF7.81tbGUmPvSEqpsFQrpuE-;_ylt=A2RCKwOS2etcpxYAVQCU3uV7


グリーンリカバリー（緑の復興）は、癌からの生還を目指す！

竹林作成20210922
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癌治癒には
持続可能なFGRで癌とは、温暖化で1.5℃抑制までにあと0.5℃しかない、症状は極端気象で大災害に

WMO発表：1970年からの50年間で1万1000件以上の大型災害発生
200万人以上が死亡し、経済損失は3兆6400億ドル（約400兆円）

更に病状は悪化し、COVID-19を併発
累計死者450万人を超え、2.4億人以上の累計感染者

気候変動の影響は200年間以上にわたり、歴史的な非常事態に直面
社会不安、環境毀損、経済不安定化 へ
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治癒・回復には、「再エネによる1.5度抑制」「生態系保全」
「新経済システムの再構築実践」は必須

FGRワクチン：強靱で持続可能な社会形成への行動・実現
化石系エネルギーから木質エネ、線形経済から循環経済(CE)

SDGsとESG投資の加速
生物多様性と脱炭素による地域循環共生社会の構築

森
林
資
源

人の考え・行動 を 変えなければ、為しえない！

世界はイースター島の二の舞に グレートリセットに

文明の転換

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動車産業：一斉に脱ガソリン車へ、EV、水素
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EUでの動き 2030年CO255％削減対応政策＊1、その一貫として「EU森林戦略2030」*2策定
1)産業の脱炭素化生産設備への投資補助金
2)新しいインフラ建設や既存設備のグリーン化に対するグリーン公共調達

建設に必要な鋼材、セメント、化学品などの調達はCO2中立的なものを優先
3)炭素差額決済(Carbon Contracts for Difference: CCfDs)

CO2中立、低炭素化の鋼材、セメント、化学品などは、
高額になるので、汎用品との差を補填

炭素国境調整メカニズムの導入検討（罰則と財源）
欧州素材産業が、上記手法でも事業が成立しない恐れ

➤EU同等の温暖化対策をしていない国の製品輸入に炭素税を
他、工場を持たぬGAFAなど国際的大手IT企業にデジタル課税・人の移動へ船舶・航空課税など

海外でのGR政策＝

投資金額
主要国の経済刺激策に投じられる資金の総額は、実に11.4兆ドル
そのうちの環境を重視した経済刺激策に3.5兆ドル

（出所：イギリスの独立研究機関VIVID ECONOMICS）

必須、必至（補助、補填への条件）
案件が「パリ協定」の達成に貢献するか
実施施策が国連SDGs達成にも一致するか

気候変動、コロナ禍を克服した後の新しい世界創造を

竹林作成202107

* 1 'Fit for 55': delivering the EU's 2030 Climate
Target on the way to climate neutrality 

*2参考資料参照 P30
森林炭素・固定・貯蔵の増加
＝気候変動緩和改善+森林生態系保全

バイデン大統領：環境インフラ整備を中心に2.25兆$（約240兆円）
投資し、雇用の回復計画を

世界：グリーンニューディール
グリーンディール=緑の対応

日本：緑の復興
グリーン成長戦略

明日香壽川東北大教授を中心に
「日本版グリーン・ニューディール発表

参

考
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FGRにとり、
木質バイオマスで何が出来るか

（木材関連産業概略俯瞰）

木は原油と同質の資源、但し使うには技術が要る
木は持続可能な生産が可能、原油などは資源量に限りがある資源
木は土地があれば誰でも育てられる、化石資源は再生産は出来ない
木はマテリアル利用ができ、再生再循環利用が出来る、化石資源は使えば終わり
木は炭素を吸収固定貯蔵が出来るが、化石資源は、炭素を排出するのみ
木はエネルギーとマテリアル利用以外に多様な効用を持つが、原油はエネルギーと化学原料のみ
木は小さな設備で、まちづくりに貢献、原油でまちづくり、小さな産業興しは出来ない
木はSDGs、ESG投資と大変力を発揮対応するが、化石系資源は排除方向に
木は経済において、サーキュラーエコノミーに適応するが、原油には無理



木材産業の良いサプライチェーンとバリューアップは、地域底上に

材は100％活用が基本

820171120竹林作成

②運搬

養鰻

温室

温浴

プール

食品

防災

エネルギー利用

①A,B,C,D材生産

造林

森林

搬出 土場

路網

伐採/間伐

ガス化熱電併給所

ストーブ
ボイラー

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

チップ
ペレット

薪

⑤チェーン最下流
が燃料生産

C/D材

ペレット生産

チップ生産

燃料利用

・材木量と金の出入が合う
・各パートが連携協力
・各パートでバリューを上げ、
さらに全体でバリューを上げる

・各パートで、マインド・システムの
イノベーション

川上～川下全体で（域内企業一体で）

③用材の生産 集成材 合板 ボードなど

建築

④用材利用

バイオマスリファイナリー

新聞・本

⑦まちづくり
熱・電気
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独7000億円

家具

燃料利用

⑧化石資源代替の
木から化学原材料生産

近い将来

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=PUiMnf17kP3dUM&tbnid=tdGjukNP8-anwM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www18.ocn.ne.jp/%7Esakurayu/&ei=o4Z3UtH4JcfdkAWywID4Dg&bvm=bv.55819444,d.dGI&psig=AFQjCNHibnHXqxzvUaSVnA66zPDLtLQNLw&ust=1383651288188062
http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=34jmFckailh73M&tbnid=VsNluRXfKZoOPM:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://www.jtbonline.jp/dom_yado/shisetsu/photo-4320081.html?43200810001270080&ei=PId3UoKuGIyXkgXihoDgDg&psig=AFQjCNFsAvn8cCPsLb9c33R8w1OyknS_Mg&ust=1383651516442859
http://wbi.main.jp/
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=uKTDwqHXftKlYM&tbnid=QQv4lFUfRuerZM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.narasino.net/bousai/center.html&ei=qIh3UtyIIMaDkwXT04Eo&bvm=bv.55819444,d.dGI&psig=AFQjCNEPEFQR4dl07nodHAUIr-tTF39a6A&ust=1383651834785098
http://wbi.main.jp/pic/lnk_8.jpg
http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=H2zQRj0HQuaxyM&tbnid=kS6QuHqnZPoeyM:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://www.e-rix.jp/eco_boiler01.html&ei=qnF3UqiQNYaLkgWu_YCgBA&psig=AFQjCNGelbK7nG2TEJFfKyiVgxKDg05SyQ&ust=1383645994916042
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ブランド農産物
（米・麦・豆・野菜等）

CO2固定
森林保全

堆肥利用 減農薬
栽培

電気
熱ｴﾈﾙｷﾞｰ

木質系廃棄物

樹木（草本・農作物）

電気
熱ｴﾈﾙｷﾞｰ

再生可能ボード（木工品等）

ポリ乳酸製造システム

精製・加工

リグニン抽出 糖化

ウッドプラスチック
Agric
u
Che
mi

農薬、医薬品 化粧品、洗剤

食品添加物
食用油脂

マテリアル
リサイクル可能品

ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ生産

バイオガス

堆肥化施設

再資源炭化施設

農林・畜産廃棄物
中のバイオマス資源

鉱物資源代替工業分野

資源用バイオマス育成分野

燃料電池

メタンガス発電

マイクロガス
タービン

分散型エネルギー
供給コンプレックス

燃料（メタノール・エタノール）

バイオマスリファイナリー
化学産業コンプレックス

アルコール発酵

山林や農地で生産
されるバイオマス資源

生分解性プラスチック

9C1化学の社会へ

CNF

油

出典：荏原製作所資料

合成タイヤ

バイオマス産業社会

ハウス トリジェネ

地域へ

木質ガス化システム

油、CO、水素

チップ

ペレット

木質ボイラー

お湯、蒸気

鋼鉄の1/5の軽さ
5倍の強度

高リサイクル性
再生可能資源

カーボンニュートラル

石油代替燃料

まちへ
水力発電



材料としての木材の強靱さ
対腐食性 高度な耐震構造

607年創建：約1300年も
M7.0クラス地震46回に耐えて

法隆寺
五重塔
金堂

32
.5

m

タメディア新本社
写真提供
坂茂建築設計

単身者用共同住宅
写真提供
竹中工務店 山崎慶太氏

建築の場合

実質再生可能エネルギー100％利用
タワーマンションが2024年武蔵小杉に！

1674建設、1950年流失、1953年再建
錦帯橋

1300年間、炭素固定

梼原橋
神幸橋

高知県梼原町

木材は、「エネルギー、食料、建築、家具と調度品、紙、
下駄、食器、工芸品、楽器」などと幅広く、数千年にわたり利用

*構造物：世界最高ビル、ノルウェー85ｍ 世界最大構造物、セビリア メトロポールパラソル（モール）

＊身の回りで

10

世界最古

150m x 70m、高さ28m
大館市 ニプロハチ公ドーム 卵型178m×157m（ドーム本体）高さ52ｍ

https://atm-koumuten.jp/narakenchiku/hanshinawaji/


11図出所：日本経済新聞 2021／07／09

木造住宅へのニーズは高い

断熱性能が高く冷暖房コスト削減
軽く、炭素固定量が多い
調湿作用による室内環境改善、健康的
柔らかでぬくもりある感触と香りでリラックス
衝撃力緩和効果
リサイクルが出来る（サーキュラーエコノミー）

木造の利点 セメント、鉄の世界から、木の世界へ、森・木の文化も忘れずに

住宅の炭素固定量（1棟当たり）

木造住宅

森林の持つ多面的機能は年間70兆円と評価*
1ha当たり280万円

杉40年生人工林：約300t/haCO2蓄積、
吸収量8.8t/ha・Y

*（日本学術会議）

4倍CO2固定

住宅も
ZEHから
LCCMへ

エネルギーゼロの家

家の生涯のCO2管理



新素材関連

電子基板フイルム

お酒

クレヨン

生分解プラ
（バイオプラティック）

合成タイヤ

再生利用ボード
リグノフェノール利用

木から自動車：CNF セルロース ナノ ファイバー
木から燃料も

鋼鉄の1/5の軽さ 5倍の強度
低線熱膨張
可視光の波長より微細
高リサイクル性
再生可能資源
カーボンニュートラル

環境省助成 京大プロジェクト+（トヨタ）

バンパー ボンネット 床 ドアー
ガラス 等

12

バニラー
フレーバー



貯湯
給湯、加温、カラン/シャワー

ロードヒーティング、乾燥、滅菌、殺菌
解凍・食品蒸煮・ブランチング

温水を使い切る（ボイラー併用）

福祉施設

道の駅

食品工場

地域公共インフラ
熱電併給設備

ガス化炉チップ
ペレット

チップ
ペレット工場

浄化
冷却

エンジン
発電機

人工透析
紫外線除菌

ボイラー+
吸収式冷凍機

冷暖房

床暖房

FIT制度利用…防災、震災の対応が可能
地消地産…自家消費を先ず検討
ミニグリット…コンパクトな集落・中心地区

へ電気、熱を配り
地域内で電気も熱も使い切る

エネルギーを創ると何ができるか？ 域外へエネルギー代が流出しない、プロシューマーになろう

13

蛇足
電力バランスには
蓄電池は不可欠
その貯める電力も
再生可能エネ
そして、蓄電池生
産も再生エネで、
無論EVの生産、
走行電力も
を目指す

2020年6月竹林作成

生産者であり消費者に

電気

お湯（熱）

ガス
（油）

小さなエネルギー網

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％　再生可能エネでリチューム電池生産　2030年にはリサイクル材50％で蓄電池生産　　スエーデン　ノースボルト社　元テスラ幹部　　　開発総責任者を務めているのは日本人

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1580351571/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc2lsaG91ZXR0ZS1pbGx1c3QuY29tL2lsbHVzdC8xNDIyOQ--/RS=%5eADBWDyCydqAI4vgrmv4cuaqTjSDaNM-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTkmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUXlZSWJHODJKSUpqT1lSaW9NMkt2VWVtMS1TU0RYbFh1SUwxQnhhMmktbWxwM1pNVGxSQllqMElJBHADNDRPYjQ0T0c0NE9ySU9PQ3BPT0RxZU9DdWVPRGlDRG5oS0htbHBrLQRwb3MDOQRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1580351635/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE0LzA1L2Jsb2ctcG9zdF85MTA5Lmh0bWw-/RS=%5eADBFMQWAr.TPbdv4uxAELyFDJNTfOk-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTEmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUm9hOFlUOVlIbGhXVjlOWXdjSWk0Y1B6QUZhUWE0YlpRcFhJOUxFSTBRN0pWdnJwZzk1cFJWS1JVMgRwAzVMdUw2SzIzNXBhOTZLaXRJT09DcE9PRHFlT0N1ZU9EaUNEbmhLSG1scGstBHBvcwMxBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1580351968/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9hbGxhYm91dC5jby5qcC9nbS9nYy8xNjcwLw--/RS=%5eADBGxUbhIhreTu9vHkmtjR8UTIVdPs-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTE1Jmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1JZVk9pN0ZmcVlJd01BZGlwWkwycHZub3BRSzk4Q29uRzZJMkdwdHhuTHZlMFExMjNOWEN4cFlJcwRwAzVhMm01cUNoSU9PQ3BPT0RxZU9DdWVPRGlDRG5oS0htbHBrLQRwb3MDMzUEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-


図写真の出所：シン・エナジー社 竹林追記

日本初 脱炭素化病院！ 防災対応・自立分散型！ 灯油から木質燃料に転換
改修前 改修後

バイオマス蒸気ボイラー

5㌧
貯湯槽

空調
給湯

殺菌

50kWel
120kWth

蒸気量
500kgh
熱出力

温水

温水 蒸気

空調
給湯

熱利用

空調
給湯

全量自家消費
50kW

バイオマス熱電併給設（CHP）宮崎県串間市民病院

ペレット

病
院

空調は
吸収式
とチラー

14

串間市 大生黒潮発電所生産

313kW

商用電力 商用電力

・商用電力 26％削減
・灯油から木質燃料転換

熱100％代替達成
・CO2量 50％削減

バックアップ

バックアップ

病床数：90床
外来患者：約300人/日

既存
・灯油給湯
ボイラー

既存
・灯油給湯
ボイラー

既存
・灯油給湯
ボイラー

既存
・灯油蒸気
ボイラー

既存
・灯油蒸気
ボイラー病院

殺菌

温水

蒸気
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木質バイオマス発電

バイオガス生産・発電所

地域新電力

製材所・家具工場

屋根置きPV

50～2000kW
新しい公共財

林業事業者

薪・チップ・ペレット工場

空調設備の切替

小型オンサイト熱電併給

木質バイオマスボイラーの導入

バイオガスバス

蓄電池

グリットオペレーション

CEMS

ＥＶ 蓄電池

群制御ソフト

点から面へ

AIカメラ付き
LED防犯街路灯
幼児、老人見守り

出典：環境省資料を基に竹林作成

森林を中心とした自立地域の絵姿
EV

電気

工場 温浴施設 ホテル リネン 病院

防災切替対応

薪・ペレットストーブ 輻射熱パネル

冷暖房設備

乾燥用熱

牧場 温室

BEMS
HEMS

常用兼
震災防災対応

安定電源

ブラックアウト対応
分散型/蓄電池

VPP

TMS

端材背板等

オーナーシップ
を持ちAI,IoT
と合わせた

山林業/製材業/エネルギーなどを地域でグリップし、
地域内炭素循環と地域内経済循環を！電気・温水・冷房・暖房すべて木質

バイオマスからのエネルギーで賄う

スマートコミュニティ形成

林業事業者

地域金融
と組んで

熱

熱

電気

電気

＊バイオマス燃料で
の炭酸ガス削減

＊化石燃料から
グリーン転換

RE100
EP100
EV100
SBT

SDGｓ

ESG

大規模集中から
小規模分散制御へ

地域で得られた社会的・経済的便益は地域に分配



支援無しで民間が建設した鳴子サスティナビレッジ
一期工事アパート8⼾、⼾建て2⼾ 二期工事アパート8⼾
三期工事林泊事業（板倉小屋コテージ10棟、自炊研修棟1棟）
CHP：1台（発電量50kw、発熱量110kw）バックアップボイラー：（チップ・ペレット兼用）
吸着式冷凍機を設置ヴィレッジ内の給湯、暖房、冷房をCHPより供給

セクターカップリングによる企業と住民のメリット…森林資源のカスケード利用
① 循環する暮らしの提供
※ 建物：板倉構法による伝統建築、木材：くりこまくんえんより供給、建築：サスティナライフ
森の家による有害化学物質を排除した地元業者による自然素材建築環境にも配慮し住む
人の健康を考えた住宅

※ 電力は㈱かみでん⾥山公社へ販売、 生活用電気は㈱かみでん⾥山公社より購入
給湯・暖房・冷房はヴィレッジ内のCHP及びバイオマスボイラーにより㈱ウェスタ・CHPから供給

※ ヴィレッジ内には家庭菜園ができる場所を確保
② 災害に強いヴィレッジ…災害時には地域支援拠点の一つとなる
※ 災害時には売電から切り替えヴィレッジ内にて使用
※ 給湯・暖房・冷房はバイオマスボイラー・CHPにより確保
※ 一括受水で10ｔの水確保、それがなくなった場合は隣接するエコラの森より井⼾水を利用

③ 将来の展望
※ 災害に強くCO2排出量ゼロを目指した環境と健康に配慮したヴィレッジの誕生により暮らし方が大きく変わる
※ 日本全国の中山間地域の活性化の一つのモデルとなり得る…サプライチェーンとカスケード利用の統合・合理化
※ 未利用材からのバイオマス原料がエネルギーになることで新しい雇用と産業が活性化できる
※ バイオマスエネルギーによる小型発電、給湯・冷暖房は公共施設や福祉施設にも転用でき森林資源を

持つ地域にとっては活性の起爆剤になる 16出所：NPOしんりん 大場理事長資料より

3ha

3ha 約30⼾の木造住宅、アパート、50kW熱電併給
木質ボイラー ➤ 給湯と冷暖房熱供給

第1期 建設完了

第2期建設中
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木質バイオマスとSDGs



汚染防止
資源回復

海洋生態系
森林回復
森林生態系 再エネ拡大

災害強靭性
気候変動対応

すべては、良好な パートナーシップから

つくる責任使う責任

いきとし生けるものの土台 環境…生存圏自然資本

…社会社会関係資本

SDGs金融* …経済

地 球
河川生態系
安全・命の水

貧困 まちづくり教 育健康福祉 ジェンダー平等

食糧確保
農業振興飢餓

平和と公正

経済 産業と技術人/国の不平等

世
界
の
共
通
社
会
目
標

「SDGs]は大衆の免
罪符・アヘンである！
こうならぬよう

本質的取り組み
それには、現場から、
社会・生産システム

の見直しを

今、生存基盤を
破壊し尽くそうと
土台が崩れつつある

今世紀
崩れれば

世界は崩壊に

格差社会に

資本主義の終焉へ

18

森林とSDGｓ

201805竹林作成

誰一人取り残さない！
は本当か？

斉藤幸平は

食 水 海 森 エネ 脱温暖化



海洋保全

ボイラー/木質ガス化
EV/BGミニバス/ZEV
自立分散型熱電併給

ウエルネス
健康・体力づくり

スパ・リハビリテーション
フィツトネス・ヘルスケア

温水プール・スポーツジム

生分解プラスティック
化粧品/CNF

メタノール/エタノール

集中豪雨洪水、
猛暑寒波、竜巻、山火事

貧困、差別、格差

緑道・遊歩道
水路・噴水・森林管理

林産業・治山
動物由来感染症対応

安心・安全・楽しめ
持続するコンパクトなまち

常用兼防災対応木質エネ

ZEH
から
LCCMへ

ZEB

森林資源

里山・里地

建築/紙/家具/化学品
21世紀は
水争奪戦

熱・電気

森は海の恋人

涵養
治水浄化

19

森林とSDGsとFGRの関連性

エネルギー脱温暖化対応

健康
コロナ

水FGR

FGR

FGR

FGR

FGR

FGR

FGR

コモンズ(まちづくり)

FGR 森林資源

エネルギー

コモンズ（地域/公共）

脱炭素化

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1557057197/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5tYWZmLmdvLmpwL2ovc2hva3VzYW4vc2Rncy8-/RS=%5eADBgnlrFXu___eJZ4kr1GGXLKbJ1rQ-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTcwJmw9cmkEaWR4AzAEb2lkA0FOZDlHY1JUTDVZdXlsUFd0TVZJVXY1MC1MbVhUSmxRNWlmc3Y2Q0pXV0Y0cFJDZXE5d0xmelFFQlZ6c0pnBHADYzJSbmN5RGpnNjNqZ3JRLQRwb3MDNzAEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1557122365/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc2Rncy1qYXBhbi5uZXQvc2Rncw--/RS=%5eADBCxilRynSTW3AKQ4ecvUGk7LX9_k-;_ylt=A2RCA9W8e85cxmYASkaU3uV7
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地域創生と社会の営みは、「最適な自然環境維持」「省エネと自然・再エネ導入」
森林資源の早期活用にかかっている

構造物とエネルギーを「消費サイド+生産サイド+市民」で共に考え、省エネも加速し、
鉄とセメント・化石燃料から木質バイオマスへの転換を促進し、CO2とコストの削減への転換行動を

生命体の命綱SDG15とコモンズ(地域)/SDG11…SDGs7,13・ ・

地域森林資源維持保全と利用などの地域管理ルールとを
包括した地域創生（まちおこし…上野村、鳴子、西粟倉村など）が事業

表裏一体
その根/土台は＃15

森林生態系維持管理に

CO吸収貯蔵

気温上昇1.5℃以内
CO2排出量約0.4～1.0兆t

省エネと木質エネ
熱を生み/光を出し

物を動かし/音を出す
源

＃７と＃13は
持続可能な
地域づくり

公共財

自然資本
持続可能性多様性維持

共同で利用・管理
する森林、木質エネ、まち、温暖化ガス

公
平
性

木質燃料、熱・電気生産新型コロナ禍
抑制

サーキュラーエコノミー（CE）に適応する森林資源

コモンズ
社会全体で共有管理する

（公共財）

森林資源
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木質バイオマスとESG投資・サーキュラーエコノミー



今後の生産事業は、物と金の循環をベースとした
節約経済へ、それは静脈・動脈一体化した循環産業に

サーキュラーエコノミー（CE）時代の到来

＊資源やエネルギーの消費を抑え・汚染や廃棄物発生を
無くし、製品や材料が何回も使用され続けるようにする

＊その循環の中で付加価値を生み出し、 経済成長と
環境負荷低減を両立させる産業システム

市場予測
2030年で500兆円
2050年には2700兆円 22

資源制約を前提として資源・製品の
再利用を組み込んだ経済成長モデル総称

再エネ調達の流れ
人口増加と経済成長

資源制約問題の解決策
機関投資家の行動変化

消費者/企業経営陣の意識変化

CEへの背景

製品・部品・資源を最大限に活用し、それらを目減り
させずに永続的に再生・再利用し続けるビジネスモデル

リサイクルだけでなく、ライフサイクルの
あらゆる段階で循環を促す

すべての段階で資源の消費と廃棄物の発生を最小化するあり方

EU法制度
「エコデザイン指令」
省エネルギー基準を達成
リサイクル・修理可能
耐久性

参考：Circular economy diagram (ellenmacarthurfoundation.org)

森林資源活用はCEそのもの、最適

https://ellenmacarthurfoundation.org/circular-economy-diagram


「SDGsとESG投資」は、
社会・経済活動そのもの
社会的価値・企業価値に直結

社業と社会貢献が一体化
共有価値の創造(CSV＊)を

Social（社会）
＊エリアエネルギーマネージメント
[地域冷暖房・地域熱供給]
[地域内電力送配電管制・VPP]
[地域運輸管制]
[スマートコミュニティー]

Environment(環境）
＊地球温暖化対策…CO2削減
[Cool Choice推進]
[省エネ・設備高効率化・創エネ]
「間伐・植林（造林）]
[木の家具・木の家・木のビル]
[森林で生物多様性の保護]

Governance（統治）
[法令順守]
[社外取締役の設置]
[ステークホルダーへの責任]
[社内の意志、方向]
[情報開示]

ESG投資

＊CSVとは、Creating Shared Value の略称、「共通価値の創造」

財務

SDG7・SDG13・SDG15がすべてのSDGsと関連 23

森林資源はSDGsとESG投資とも密接な関係

健康を守る
取り組み

「気候危機」
への対応

森林保全実現
建築・紙・燃料
などを生産、
使用の責任

海の環境保全
持続可能な漁業

森林破壊防止
感染動物源防止に

燃料生産
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木質バイオマスの「賦存量と役割」

FGRと持続可能な社会構築での

森林資源は伐採植栽を繰り返し、資源育成が出来、資源量増産も可能
しかし化石資源は、最早量の有限な座礁資産*へ ＊P31参照
そして、特に化石資源利用エネルギー製品は、カーボンニュトラル製品に取って変わられ、売れない時代に



25

国土面積 森林面積

3780万ha
23％

2500万ha
67%

針葉樹 1250万ha 50%
広葉樹 1000万ha 44%
その他 150万ha   6%

天然林 1350万ha 54%
人工林 1000万ha 40%
その他 150万ha   6%    

広葉樹 80%
杉・檜 90%➤

➤

➤➤

国有林 30％ 公有林 12％ 民有林 58％
樹種：常緑広葉樹・常緑針葉樹・落葉針葉樹など多様で豊富

材積：52億m3

成長量：約0.7億m3/年 その利用は0.3億ｍ3/年
樹齢50年超え含めて1億ｍ3活用は可能？

豊富な森林資源

地下資源こそ無いが、先進国では第3位
の豊富な持続・再生可能な地上森林資源

この活用が、日本のグリーンリカバリー（FGR)
今は、宝の持ち腐れ

ドイツ 日本
森林率 32％ 67
森林面積 1140万ha 2500万
材蓄積量 31億ｍ3 52億
木材生産 約7600万ｍ3 約3000万
自給率 100％ 42
伐採径 50～100cm 30～50
皆伐 禁止 可
林業
生産額＊ 6兆3千億円 5000億円

＊定義が異なる？
ドイツ：熊崎実著木のルネッサンスP178 2016年データー

林業クラスター 総生産額23兆円
日本：農林水産統計2021年3月、但しきのこ2.2千億含む
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木質バイオマスの多様な役割1．物質とエネルギー利用、そして経済を廻す

再生利用可能材料：建築や橋梁構
造部材・断熱材・窓枠、家具、化学
素材（生分解プラ、自動車ボディー・バン
パー・ガラス等） 新ビジネス・未来産業も

SDG15：陸の豊かさを守り生物
多様性維持(4万種消失）CO2吸
収貯蔵、生活と産業に関連

①生物多様性の保全
②地球環境保全
③土壌保全・土砂災害防止
④水源涵養機能
⑤快適環境形成
⑥保健・レクレーション
⑦文化・教育
⑧物質、エネルギー生産

数値出所：日本学術会議試算

持続可能な社会

②、③、④、⑥の
経済効果70兆円/年

世界持続可能目標・新経済：防災・減災対応：
洪水、土砂災害対応とエネル
ギー自立分散活用

脱炭素・環境：
CO2吸収・貯蔵・固定、炭素
中立、生物多様性など

…気候変動阻止

化石燃料代替：薪炭・チップ・ペレット、
油、ガスなどの燃料 お湯・蒸気など
熱、 分散新電力源、冷暖房源

エネルギー例：海外へ20兆円/年
原木約4㌧/日（30~50本）で
灯油1.2万㍑相当 (熱5760kW ）
240世帯分 (2400kWhの電気）

サーキュラーエコノミー：木材によ
る構造物はすべて循環利用可能
で地域内循環経済の向上に
バイオエコノミー：バイオマスやバイ
オ技術活用で、気候変動や食糧
問題、エネルギーなど地球規模課
題を解決し、長期的に持続可能な
成長を目指す概念、経済。EUで
はバイオエコノミへの産業育成政策

ESG投資：森林破壊・火災防止
・森林産業・持続的利用と経営、
(1980万ha/年消失FAO）再エネ、
脱炭素、観光など（世界で1兆5千
億円を森林へ投資）

竹林作成20211031

FGRの源は森林資源！



木質バイオマスの多様な役割2．表現を変えて
命の水を濾過浄化（涵養、水質維持）・貯留・流出調整・安定供給
土壌の膨軟化による雨水透水性を高める（洪水を防止乃至遅らせる）
地表流下雨水速度を遅らせ、土壌への浸透を助け、膨大な地下貯水へ（渇水防止、遅らせる）
治水（表面浸食での土砂流出防止・深層浸食での土砂崩れ、地滑り防止）

酸素の生産
空気の浄化
二酸化炭素を吸収・固定・貯蔵
蒸散による高温化阻止
森林内を一定の湿度に保つ

1．気象緩和
2．大気保全
3．水保全
4．土保全
5．自然災害防止
6．都市環境保全
7．生物種保全
8．地球環境保全

気温、地温、湿度、風、日射遮断など
大気組成、樹木揮散物質
水源涵養、水質良化
浸食、崩壊防止、土壌生成
風害、潮害、雪崩害、落石
気象緩和、風系形成、防火、環境指標
野生鳥獣魚類、遺伝子保存、外来種阻止
大気組成維持、気候変動抑制、水保全、土保全

表出所：森林科学29 2000年6月 61頁 只木可良也教授 信州大学 27

物理的・化学的効果

1．景観構成
2．精神・心理
3．快適性提供
4．人間性回復
5．教養・教育
6．文化形成

景観材料、鑑賞など
精神安定、情操培養
森林快適性の特徴、人の感じ方、目隠し
リクレーション、保養、行楽
教養効果、教育材料、森からの教訓
思想、信仰、芸術

心理的・文化的効果

食料供給：きのこ
果実（リンゴ、梨、 サクランボ、柑橘類、
柚、無花果、ブルーベリーetc.）

園芸：金、銀木犀・椿・桜・etc.

安全・安心・公平
な社会のために
森林資源を
活用と保全



「森林活用FGR まとめ」

多様な役割を担う森林資源の活用を
林業活性化・家具、建築・関連産業などの振興、

CNF他化学素材産業化、可能な限りエネルギー転換利用
（ソフト、ハードのイノベーションが必要）（東南アジアのモデルに）

創生・振興
地域内循環経済

地域「集落・部落・村町」

地域が一丸となり、地域特性を活かし、1.5℃を目指し
木材カスケード利用で、地域内サプライチェーンプ構築を！
地域内部分最適から全体最適へ…地域循環共生圏を

28

各国のNDC：2030年の温室効果ガス排出削減目標が
貢献し達成されたとしても、2030年温室効果ガス排出量
が2010年比最悪約16％増加（全世界目標は45％削
減）先進国は途上国との公平性を確保には90％削減必
要と試算されている（国連気候変動枠組み条約局発表
20211026）NDC:Nationally Determined Contribution 林野庁のみならず全省庁で取り組む、森林

活用促進ガイドブック、活用ルール作成、放
置森林資産整備なども
米国では国内気候政策局設置

（日本：エネ庁と環境省一部併せる）

2050年温暖化ガス実質ゼロ宣言50ヶ国が約束を
果たしても、今世紀末2.2℃に！CO2濃度上昇は
止まらない 2020年は過去最高濃度（UNEP発表
202111026）
（中国、米国、印度、ロシア、その他G20,日本、独、韓国
カナダ、インドネシア、サウジ、英国、 伊太利、フランス、その他
EUで80％CO2 排出）（途上国は、先進国のCO2排出の悪
影響を受けている、資金、技術も出さずに不公平と）

木材産業クラスターの育成（木材供給と需要の拡大）
カーボンプライシングの早期実施（炭素削減の価値が見える仕組み

づくり）「排出量取引」、「炭素税」徴収後、その還付先は課題
森林伐採税と植林補助も
化石燃料公的支援廃止（約1兆円は再エネ関連へ）
地域発電所支援（再エネ電源確保と配電、社会インフラ公営化含む）

支援 支援

自助努力

FGRで

途上国への資金・技術支援も

FＧＲ政策
立案推進

持続可能社会

森林資源（自然資本）は、深く地域と関係
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次頁参考まで

ご清聴有難うございました。

森林ほど偉大な生命体の存在はない！
余りに 人間は森林に無関心、無頓着過ぎる

歴史は語る 「森林破壊が4大文明の滅びへの道に」
参考：アメリカユタ州 8万年生存のポプラ

スウェーデン 9000年のトウヒ
屋久杉 2000年



・2030 年における炭素排出量55％削減を目標とする
政策パッケージ「Fit for 55…2021年7月公表」
その一環として、「EU 森林戦略2030」を策定

・その三本柱：森林の
経済的利用の推進
森林生態系の保全
モニタリングの実施

今後取り組むべき具体的な施策
木材製品の長寿命利用の促進
木質バイオマスエネルギー利用の適正化
エコツーリズムの推進
天然林・原生林の保護
持続可能な森林経営の強化
30 億本の追加的植樹
森林所有者への経済的支援強化等

出所：林野庁木材貿易対策室 令和３年７月 参照 竹林作成 kakkoku_jyoho-4.pdf (maff.go.jp) 30

「EU 森林戦略2030」について

Brussels, 14.7.2021 
COM(2021) 550 final 

2.3 A green transition: Protecting nature and increasing
the EU’s natural carbon sink P10

The twin climate and biodiversity crises cannot be treated 
in separately. We either solve the climate and nature crises 
together, or we solve neither. 

森林炭素吸収・固定・貯蔵増加
＝ 気候変動緩和改善+森林生態系保全

https://www.rinya.maff.go.jp/j/boutai/yunyuu/attach/pdf/kakkoku_jyoho-4.pdf?fbclid=IwAR02YUKf9EqCt1VcFbluTb2jBNocTGWCDQ61XRN7YliqM-b55VYBvCeq9j4


出所：IPCC Special Report : Global Warming of 1.5℃,Figure2.3より 2020年竹林試算作成

2.2兆ｔを
2017年までに

⑤2.26兆ｔ

①1.5℃目標を達成するための
累積許容CO2排出量は約2.8兆ｔ
2℃では3兆tだった

0.6兆ｔ

利用
不可
8割

③0.6兆ｔ
0.6兆ｔ

過去に排出したCO2はロックインされ、
100年から数世紀分解しない
既に2071～2019 北極圏は 3.1℃上昇

利用可能量
（焼却可能）

②産業革命以来１℃気温上昇した
2020年3月には1.2℃（WHO)

保有資源資産の79％が
利用できない「座礁資産」に

残る許容排出量
(カーボンバジェット)

④化石燃料の可採埋蔵量に含
まれるCO2排出量2.86兆ｔ

すでに排出済み

今後のCO2排出許容量（カーボンバジェット） 早ければ2030年代に、1.5℃に達する、
遅くとも2040年代後半に使い尽くす

31

日本の平年値：
1921～1951は14.3℃
1991～2020は15.8℃
1951～2020の70年間

に1.5℃上昇
100年換算2℃上昇

今では0.4兆ｔに

炭素予算の枯渇

またアップル社のように、サプライ
チェーンのなかで、再生可能エ
ネルギーで部品を生産しなけれ
ば、購入、輸入しない社会に

座礁資産
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